【送付先】FAX 06-6363-3320　/　E-mail：tk-akari@wmail.plala.or.jp
資産申告書問題アンケート

Ⅰ　当事者の方の属性
１　都道府県（　　　　　　　）、福祉事務所名（　　　　　　　）

２　保護利用世帯の状況

（１）在宅・入院・入所の別（いずれかに○を☟）

　　①在宅　　②病院　　③施設（救護施設、老人ホーム、障害者施設、その他の施設）、　④グループホーム

（２）入院・入所・グループホームの場合、金銭の管理はだれが行っているか（いずれかに○を☟）
　①施設管理者　　②本人（保護利用者）　③その他（　　　　　　　）
（３）傷病・障害名（可能な範囲で教えて下さい）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ⅱ　資産申告書の提出を「強制された」と感じた方

　　本当は資産申告書の提出はしたくなかったが、提出を強制されたと感じた方は、その理由を教えてください。（いずれかに○を☟。複数回答可。渡された文書があれば、その写しをご提供ください。）

1 資産申告書の提出が義務であるかのような説明をされた。

2 資産申告書の提出を断ったところ、提出を求める指導指示文書を出された。

3 その他[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

Ⅲ　保護費の累積金を理由の保護の停廃止を受けた方

　１　不利益処分について

（１）（いずれかに○を☞）　　①保護の停止　　②保護の廃止

（２）不利益処分の決定年月日（　　　年　　月　　日）

実施年月日（　　　年　　月　　日）

２　保護費の累積金額　　　（　　　　　　　　　　　円）
３　保護の停廃止通知に記載されている理由（できれば、停廃止通知の記載理由をそのまま写し書きするか、通知書の写しをご提供ください）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
４　保護の停廃止に当っての、ケースワーカーからの聞き取りや説明等の有無
（いずれかに○を☞）　　　　①　有　　　　　②　無

５　４で有の場合、どのようなことを聞かれたり、説明されたりしましたか。（該当するものに○を☟。複数回答可）
1 保護費等の累積理由を聞かれた（何のために貯めたか。なぜたまったのか）

2 保護の目的趣旨に反しない預貯金は保有できることを説明された。

3 当該世帯の生活の維持向上のため、累積金を計画的に支出するように指導・援助された。

4 何故保護を停廃止するのか説明された。

（説明内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ⅳ　その他
１　気になることやご意見を自由にご記入願います。
例　調査にあたり、ケースワーカーから財布の中まで見られた。

不利益処分により保護利用者の病気が悪化した。

　　

２　ケースの詳細を集会で発表したり、マスコミ取材に応じていただくことは可能ですか。（いずれかに○を☟）
1 顕名で可能　　②　匿名なら可能　　③　控えたい　　④　内容によって検討
ご回答者連絡先（差支えない範囲で）

　　　　お名前［　　　　　　　　　　　］　所属［　　　　　　　　　　　　　］

　　　　ご住所［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
　　　　お電話［　　　　　　　　　］　E-mail［　　　　　　　　　　　　　　］
以　上
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